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研究成果の概要（和文）：ウシにおける植生識別能力について、識別対象の感覚的コントラストの程度や識別対
象までの距離の影響ならびに識別に対する個々の感覚の寄与に焦点を当てて実験・解析した。ウシは、緑草と枯
死草のように視覚的・嗅覚的コントラストが大きい時には、視覚および嗅覚によって識別対象へ接近中に植生を
識別できたが、異なる草種の緑草のように視覚的・嗅覚的コントラストが小さい時には、識別対象に触れないと
植生を識別できなかった。ウシの植生識別能力に配慮した草地の設計・創出では、植生の配置だけでなく、ゲー
ト（草地の出入口）などの放牧施設の配置も考慮する必要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Vegetation discrimination ability in cattle was evaluated focusing on the 
effects of the degree of sensory contrast between the discrimination targets and the distance to the
 targets, and the contribution of individual senses to the discrimination. Cattle were able to 
visually and olfactorily discriminate between vegetation patches while approaching them, when the 
patches formed a clear visual and olfactory contrast (e.g. green and dead forages). However, when 
the patches were not visually or olfactorily contrasting with each other (e.g. green forages of 
different plant species), cattle were not able to discriminate between the patches until they 
touched the patches. It was suggested that design and creation of grazed grasslands friendly to 
animal ability need to consider the layout of grazing facilities such as entrance/exit gates as well
 as the layout of vegetation patches.

研究分野： 草地学

キーワード： ウシ　植生識別能力　視覚　嗅覚　触覚　味覚　体系的評価　草地設計
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ウシなどの大型草食動物が植生パッチを識別し、選択的にパッチを採食することはよく知られているが、パッチ
識別のメカニズム、特に感覚（視覚、嗅覚、触覚、味覚）の寄与については、実験上の困難さもあり、ほとんど
研究されてこなかった。また、放牧草地のデザインを、それを採食する動物の植生識別能力の観点から検討しよ
うとする試みもほとんどされてこなかった。本研究の成果は、基礎自然科学としての生物学（動物学）、応用科
学としての農学に対する寄与を通じて、未来型草食家畜生産の構築だけでなく、地球上の草地・草原の植生とそ
こに生息する野生の大型草食動物の保全・管理にも有用であると期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

（1）ウシなどの大型草食動物が草地植生を識別し、選択的に採食することはよく知られている
（Hirata et al. 2006, 2012; Wallis de Vries and Daleboudt 1994）。大型草食動物による植
生識別には、視覚、嗅覚、触覚といった感覚が関与していると考えられる（Hirata et al. 2015）
が、これらの感覚の寄与については十分に研究されていなかった（Arnold 1966a, 1966b; 
Krueger et al. 1974）。 
 

（2）大型草食動物の選択採食は、動物が環境に適応し、生存し、生産するために重要であること
から、植生識別能力に配慮した草地の設計・創出は、動物の能力を活かした未来型草食家畜生産
を構築できる可能性を有している。しかし、放牧草地を動物の植生識別能力の観点からデザイン
しようとするアイディアは新しく、ほとんど検討されていなかった（Chapman et al. 2007）。 
 
２．研究の目的 

（1）ウシにおける植生識別能力について、視覚、嗅覚、触覚などの感覚に焦点を当て、個別的・
総合的に解析することにより、植生識別能力を体系的に捉え・理解すること。 
 

（2）ウシの植生識別能力に配慮した草地の設計・創出の可能性について検討すること。 
 
３．研究の方法 

（1）ウシにおける植生識別能力について、識別対象の感覚的コントラストの程度や識別対象まで
の距離の影響ならびに識別に対する個々の感覚の寄与に焦点を当て、比較的制御された実験条
件下で調査・解析した。 
 

（2）現実の草地により近い条件下である小規模草地において、ウシが人為的に創出された小面積
パッチへ到達する過程について、パッチ認識との関連から調査・解析した。 
 

（3）現実のスケールの草地において、草地のゲート（出入口）の位置の変更が、草地内の植生の
識別機会を変化させることにより植生利用を変化させる可能性について調査・検討した。 
 
４．研究成果 

（1）識別対象が同一草種の緑草と枯死草の場合には、ウシは 2m前方にある 25cm 四方のパッチを
視覚により識別できたが、嗅覚による識別の可否については評価できなかった。また、1m 前方
からの接近において、パッチ（50cm×30～35cm または 35cm×24cm）を視覚と嗅覚によって識別
できた。 
 

（2）識別対象が同一草種の緑草と緑草・枯死草混合草の場合には、ウシは 1m 前方からの接近に
おいて、パッチ（35cm×24cm）を視覚によって識別できたが、嗅覚によっては識別できなかった。 
 

（3）識別対象が 2つの草種の緑草の場合には、ウシは 1m 前方からの接近において、パッチ（50cm
×30～35cm）を視覚と嗅覚のいずれによっても識別できず、パッチに接触して初めて触覚により
識別できた。 
 

（4）小規模草地内に創出された小面積パッチへのウシの到達において、ウシが小面積パッチを 1
～1.5m程度の距離から認識して到達した確率は14%、0.5m程度から認識して到達した確率は55%、
小面積パッチに偶然到達した確率は 31%と推定された。 
 

（5）草地のゲート（出入口）の位置の変更は、ウシによる草地内の植生の識別機会を変化させ、
ゲートからの距離が近い場所での採食を増加させた。 
 

（6）以上より、ウシの植生識別能力がどのような感覚に依存し、識別対象の感覚的コントラスト
の程度や識別対象までの距離といった状況によってどのように影響されるのかを体系的・定量
的に把握することができた。ウシの植生識別能力に配慮した草地の設計・創出では、植生の配置
だけでなく、ゲートなどの放牧施設の配置も考慮する必要性が示唆された。 
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